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第1章 参加資格

原則的には制限は設けないものとする。但し15歳以下、60歳以上の競技者登録をする場合には、本部へ必ず相談しなければなりません。また未成年チームの場合には保護者・監督の引率を必要とします。男性・女性の定義としては戸籍上の性を採用します。その他、国籍、出身地、職業等、障害、およそ人間を区別できる価値観で参加の制限はしません。
以下の場合参加をお断りします。またその場合には参加費の返還は致しません。

１．大会運営（コ－ト設営、審判、試合補助、コ－ト撤収等）に協力できないチ－ム。　
２．スポ－ツマンシップに則り、良識ある行動が取れないチ－ム。

違法駐車や会場及び近隣への迷惑行為、チ－ム間トラブル、審判の放棄、喫煙マナ－、ゴミのポイ捨てなど　社会常識を守れないチ－ム。

３．飲酒者・入院者・重病者・その他大会が相応しくないと認めた者。 　　
第二章　チーム構成
・最低６名よりエントリ－可能とします。（当日のチーム関係者が6人の場合には審判の委託をする必要があります）

・選手登録は１２名までとします。
・選手が１３名以上になる場合は、２チ－ムのエントリ－を検討してください。
・チ－ムスタッフは３名とします。　監督、コ－チ、マネ－ジャ－を指します。
・選手は、コ－チ、マネ－ジャ－との兼任は認めません。
・選手兼任監督が競技する場合コ－ト上では監督しての権限は使えないこととします。
・チ－ムスタッフは一見して選手と区別ができる服装を着用することとします。
・トレ－ナ－・ドクタ－のベンチ入りは認めません。（ドクターが必要な選手の参加は認めません。）　
・監督は必ず記録席に一番近い位置で待機するようにしてください。定位置にいない場合には監督と認めません。

・監督は必ず監督章を着用してください。着用していない場合には監督と認めません。

・ベンチ入りできるのは、選手、チ－ムスタッフ合わせて最大１５名です。
・参加チームは帯同審判を同行するようにしてください。資格の有無は必要ありません。

第3章 　服装

· 選手は統一されたユニフォ－ムを着用してください。番号については整数2桁以内とします。0・00　は許可します。3桁以上のもの、漢字表記の物、見えにくいものは認めません。規定外の番号については1次予選では当日の役員の判断で許可しても良いものとします。

· 統一されたユニフォ－ムとは、一般常識的にバレ－ボ－ル競技で使用に耐えるもので同じ色、デザ　インで既定された大きさの番号が背、腹に付けられているものを上着のみ統一してください。短パン、靴下等が違っていてもかまいません。
· ユニフォ－ムを統一できない場合（一人でも）は、チーム全員分のゼッケンを有料で貸し出しますので、必ずチ－ムで統一してください。
· 市販のＴシャツに手書きで番号を入れるなどした、雑なユニフォ－ムは不可です。
· 短パンについてはジャ-ジでも構いません。但しジーパンなどのカジュアル着は認めません。

※男女混合大会の場合には2種類までチームユニフォームとして認めます。2種類のユニフォームを着用する場合にはリベロはリベロゼッケンを着用してください。

第4章 　登録変更

登録メンバ－変更は大会当日に受け付け用紙に記載するのみで完了とします。但し事前登録選手の変更、追加は１／３以内とします。

事前登録6・7名の場合
　　　　　変更2名まで、追加2名まで、変更追加の合計2名まで
事前登録8・9・10名の場合　
　変更3名まで、追加3名まで、変更追加の合計3名まで
事前登録11・12名の場合　 
　変更4名まで、追加4名まで、変更追加の合計4名まで
＊上記以上の追加・変更は如何なる理由があろうとも認めません。

　また、保険加入希望チームにおいては、事前登録名簿（大会パンフレット）に記載のない選手は保険の適用となりませんのでご注意ください。チ－ムスタッフについては上記変更とは別に当日変更可能です。尚当日のメンバ－変更は受け付け用紙に記入するだけで結構です。

· 当日の番号については当日中の変更は認めないものとします。翌日からは変更可能です。

· リベロに関しては毎試合の変更を認めますが、本部、記録者への連絡は忘れずに行ってください。
第5章 　重複登録

大会の予選においては異なる日の重複参加を認めます。ただし、事前に連絡をしてください。連絡のない重複参加は発覚次第その選手を失格としその大会期間は出場を認めないことがあります。またすべての選手は本戦参加を１チ－ムに限ります。本戦シ－ドチ－ム登録選手は予選の参加を認めません。 
　また、本戦進出チ－ムにおいては進出が決定した時点で、そのチ－ムに登録している選手はその後の予選には参加することが出来ません。不正が発見された場合は、両チームともに本戦出場資格を失うものとします。
第6章 　棄権・遅刻の取り扱い

棄権の取り扱い

【棄権取り扱いの時間的リミット】

　チ－ムが会場に到着したら、すぐに受付けをしてください。 チ－ムの代表者、選手を問わず、誰でも良いので、必ずチ－ムが来た事を伝えてください。 9：15（一部変更あり）を持ってその時点で受付けを済ませていないチ－ムは棄権とします。もし、そのときにチ－ムが会場に到着していても、大会側にチ－ムが会場に来ている事が伝わっていない場合、いかなる理由があっても棄権とします。
【棄権チ－ム発生の場合の対戦方法】

 ・リ－グ戦（混合大会を除く）
 
当日会場に集まったチ－ムをABコ－トに均等に分け、各コ－トのチ－ム数が

5チ－ムの場合：ダイアル戦　必要があれば決定戦を行うことにします。


4チ－ムの場合：総当たりリ－グ戦 またはダイアル戦。


3チ－ムの場合：総当たりリ－グ戦。


3チ－ム未満になる場合はABコ－トの振り分けをせず、上記と同様の試合形式を採用する。


会場で2チ－ムの場合2チ－ムの話し合いで決定します。

・ト－ナメント戦

参加チ－ムの1/4以上の棄権が出ない限りト－ナメント方式は変更しません。

不戦勝、不戦敗として扱います。

【2次予選・本戦への参加の辞退の場合】

優先順位としてはコート決勝がある場合にはコート決勝敗退チーム。無い場合にはリーグ戦第2位のチームとします。該当チームも棄権の場合には大会委員長の推薦により他チームを繰上げ進出させます。

 遅刻の取り扱い
遅刻とは試合当日何らかの理由で到着が遅れていて、棄権の取り扱い時間までに、遅刻の連絡をした場合です。

 【メンバ－が６人未満の場合】
　予選についてはリ－グ組み合わせ抽選の前に試合順を考慮します。 本戦については一切の考慮はしません。試合順になっても不揃いの場合は棄権扱いとします。その場合には公式練習（5分間）終了後、該当チームが整列をして試合開始の笛を持って棄権とします。

 【メンバ－が６人以上の場合】
　組み合わせ抽選、試合順の考慮はしません。 試合中遅れてきた選手及びチ－ムスタッフは次セットからの参加とします。セット中のベンチ入りはできません。
第7章 　ルール

基本的には財団法人バレーボール協会発行「RULE BOOK」当年度版に順じます。但しマグナムカップ競技規定・審判規定・ルールガイドなどに「RULE BOOK」と異なる表記があった場合には各規定を優先させることにします。

· 1次予選ではオーバーパスのハンドリングに関するドリブルは反則としない。

　（ファーストレシーブにおいては、通常ルール通り。２，３本目で故意な場合を除く）

· ネットの高さは男子240cm、女子220cm、混合224cm。

· リベロは試合ごとに２名まで登録できます。(高校生ルール採用)

· 7名のチームにおいて、選手が負傷した場合にはリベロ選手がリベロを解除して良い事とする。

　その場合、負傷者が回復してもリベロは復帰できない。

· ケガ人が発生した場合には大会役員の判断で試合を止める事ができるものとします。
第8章 　試合形式

［１］基本的には本戦では16チームのトーナメント。予選では3チームのリーグ戦で行う。

　　　参加チーム数によって予選の実施方法は、随時変更する。

　　　シードチームの選出も極力不公平感のない方向で本部側にて選定します。

［２］試合は25点の3セットマッチとする。

［３］襷がけ戦・コート決勝は3セットマッチとします。

［４］予選では3セット目は15点。本戦に関しては25点とします。

第9章 　混合大会

マグナムカップでは混合大会を以下のルールで行う。

· 男女プレイ制限：一切なし
· ローテーション：男女交互とすること
· リベロ制度：2名登録可（高校生ルール採用）
· 交替（リベロ含む）は同性同士とすること
· ユニフォームは1チーム2種類まで認めます。（男女別ということではありません）

· 2種類のユニフォームを着用する場合にはリベロはリベロゼッケンを着用してください。

· 同一の番号は認められません。

第10章 　その他

· 交流大会ではユニフォームは必要ないことにします。

· 競技規定は原則1年間変更しません。

· 競技規定は競技委員長変更時に限って、毎年3月内に新競技委員長判断により変更してよいものと

します。施行は4月1日とします。

· 期間中、競技委員長が競技規定の変更の必要ありと判断した場合、マグナムカップ理事会において過

　半数の承認を得た場合のみ変更することが出来ます。

